
全業務・全組織最適化事業
◆人口 32,064人 ◆面積 616.40km2
◆１本庁 ３支所 ◆職員数 383人
◆人口 32,064人 ◆面積 616.40km2
◆１本庁 ３支所 ◆職員数 383人

全庁（৘শ部拈・卝育委員会・ষ৆委員
会）の業務プロセスを可視化し、全業務・全組
織を最適化する。南 ື 市 の 状 況

＜平成30ফ4月1日現在＞

取組の概要
（ポイント）

৘ড়挳挌課 保掕挨探課 子育て支援課

○児童手当申請等
○書類チェック
○要件審査
○交付

総合窓口○国保の加入等
○書類チェック
○要件審査
○交付

①証明・税窓口
②福祉・相談窓口
③届出等窓口

●届・申請書
●書類チェック
●要件審査
●匃৶・交付

৘ড়の挊峋ৎ৑・挔動෱掤の減

○出生届
○書類チェック
○要件審査
○匃৶
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Ⅱ．証明・相談等の総合窓口化（ワンフロア―ストップ化）Ⅱ．証明・相談等の総合窓口化（ワンフロア―ストップ化）

Ⅲ．全業務の全体適正化（集約・分散・簡素・システム化）Ⅲ．全業務の全体適正化（集約・分散・簡素・システム化）

窓口一本化による職員負担の減

１

２

３ 支所窓口業務の本庁直轄化

出生届
の場合

通常業務 追加業務

৘ড়ニー崢
地方分権等

追加業務

職員のムダ
人事౮動等

・・・

増え続ける業務

・ 人手が足りない！ ・ 本当にすべき仕事ができない！
・ 人事配置が悪い！ ・ ষ革等のムダな業務が多い！

全庁型業務
改革で解決
すべき課題

●ల来をৄྚえた勛റ的な施策のຄষ
●業務の掽本的なৄ直し
●組織ৄ直しを捋峫たコスト構挝の改革

１ 総合窓口業務マニュアルの策定

２

３

窓口フロアーマネジャーの設置

来庁者数に応じた可動式窓口の設置

１号庁舎 ４号庁舎２号庁舎
新庁舎 １階フロアー

期
待
す
る
効
果

総合窓口設置に関する取組み

誰も減らさな
い業務

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
現
状

・ 業務に重複がある
・ 持人負担がপきい業務挪
・ 「必要ない」と感じている業務
・ いびつな組織機構、事務分掌 など

イメージ図

●改ఒさ島ないశ効厾のᑷభ・ಲഅ
●日ごろから感じている多忙感
●注ৡすべき課題に手が৚峍ていない ● 業務ボリュームの軽減 ● 卾実な業務の匂ಲ岸、効厾化のಲഅ

● 注ৡすべき課題峢の取り組み効果

Ⅰ．全業務プロセスの可視化（平成29ফ২実施）Ⅰ．全業務プロセスの可視化（平成29ফ২実施）

DMM
業務挪調査掦

業務機能一覧
業務フロー

全庁（৘শ部拈、卝育委員会、ষ৆委員会）全係の業務分析

全922業務
を対象に調査
ヒアリング

人 の す る 業 務
ＲＰＡ・ＡＩ・ＩoＴ

自動化する業務
ＢＰＲにて可視化・再構築

廃止 外注化 集約化 分散化 簡素化・システム化

外注化 定型的業務のアウト
ソーシングの実施

集約化

分散化

事務叀৶センター、
コールセンターの設置

適卲な職員配置と外
部委託による分散化

RPA

AI

lot

ルーティン業務・定型業務のロボッ
トプロセス自動化を検討

窓口捴推、崸ス卞ষ拻৶等の適
用を検討

地挦ෆฐ崙アシステム৴動によりৄ
守り支援強化を検討

組
織
改
正

ＧＱＭ＋Strategiesによる組織
ミッションの構築(機能型組織)

公共施設、Wi-Fi等を活用した新業
務モデルの構築(出先オフィス化等)

本庁と各支所に置くべき機能の最適
な配置(本庁支所のৄ直し)

（別添 概要版（エントリーシート添付資料））
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